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研究紹介：直径が 500nm 程度の混雑環境で、数 mm〜m にも及ぶ神経軸索における
タンパク質やシナプス⼩胞といった物質輸送には、キネシン分⼦が活躍している。し
かし、この輸送制御機構は不明な点が多く、キネシン⾃⾝の構造変化や多量体形成の
他、微⼩管などの細胞⾻格タンパクや、輸送物質との複合体形成の制御が必要と考え
られる。この分⼦実体は計測の限界で、分⼦集団の平均的な挙動を捉えるのみだった。
本研究では、これまで開発してきた新規の多点 FCS、１分⼦輝点追跡技術を蛍光寿命
イメージング顕微鏡（FLIM）と統合することで、キネシン分⼦の構造と機能を細胞
内で直接捉えるための基盤技術を開発する。 
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